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p のとき、 0bcad となり、不適であるから、 p は零ベクトルではない。 

0 cdabqp より、 p と q は直交するから、定数u を用いて、 
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  とすれば、題意を満たす。(証明終) 
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≦≦OP とする。 
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OQ としたとき、OQ が x軸となす角を、 
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 ≦≦ とする。 

 はOP によらず一定であり、(1)より 0,0 ≧≧ ca であるから
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≦≦ 、また 10,0  uv であるから 
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  のとき  tantantan  u であるから 
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以上により、 を最大にするOP は 
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OP  ……(答) 


